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、 1
海 野 道 郎 教 授 略 歴
1 {
歴
昭 和 3 8  ( 1 9 6 3 ) 年 3  j l
昭 和 3 9  ( 1 9 6 4 ) 年 4 月
昭 和 4 1 ( 1 9 6 6 ) 年 4 月
昭 和 4 3  住 9 6 8 ) 年 3 月
昭 和 4 3  ( 1 9 6 8 ) 年 4 月
生 年 月 日
本 籍 地
職 名
所 属
昭 和 2 0  ( 1 9 4 5 ) 午  1  打  1 7 日
茨 城 県
教 授
文 学 研 究 科
昭 和 4 5  ( 1 9 7 0 ) 年 3 月
昭 和 4 5  ( 1 9 7 0 ) 年 4 月
神 奈 川 県 立 湘 南 高 等 学 校 卒 業
東 京 大 学 教 豊 学 部 理 科 一 類 入 学
同 工 学 部 工 業 化 学 科 進 学
同 卒 業
東 京 大 学 大 学 院 工 学 系 研 究 科
工 業 化 学 専 門 課 程 修 士 課 程 入 学
同 訓 唖 覇 冬 了
東 京 工 業 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科
社 会 1 学 専 攻 修 士 課 程 入 学
同 課 程 終 了
同 博 士 課 程 入 学
同 課 程 中 退
昭 和 4 7  ( 1 9 7 2 ) 年 3 月
昭 和 4 7  ( 1 9 7 2 ) 年 4  丹
昭 和 4 8  ( 1 9 7 3 ) 年 5 月
束 京 工 業 大 学 助 手 ( 工 学 部 社 会 、 「 1 学 科 産 業 計 画 講 座 )
同 退 職
関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 専 任 講 師 ( 社 会 意 識 論 , 社 会 訓 査 法 )
同 助 教 授 ( 数 理 社 会 学 , 統 計 認 査 法 )
詞 教 授 ( 数 理 社 会 学 , 統 計 訓 杏 法 )
歴
常 勤 職
昭 和 4 8
昭 和 5 1
昭 和 5 1
昭 和 認
昭 和 5 8
( 1 9 7 3 ) 年 6  目
( 1 9 7 6 ) 年 3 月
( 1 9 7 6 ) 年 4 月
住 9 7 フ ) 年 4  門
( 1 9 8 3 ) 年 4 月
? 、
? ?
?
? ?
昭和59 (1984)年3月
昭和59 (1984)年4月
平成 3 (1991)年41]
平成 4 (1992)年4月
平成 9 (1997)年4月
同退職
東北大学助教授(文学部社会学科行動科学基礎論講座)
(大学院文学研究科担当)
東北大学教授(文学部社会学科行動科学基礎諭講座)
(大学院文学研究科担当)
束北大学文学部社会学科行動科学応用論講座兼担
(平或6年3月まで)
來北大学教授(文学部人文社会芋珂斗行動科学講座)
〔改組による〕
東北火学教授(火学院文学研究科)に配置転換
評議員を併任(平成16年3打まで)
国立火学法人東北大学教授(大学院文学研究科)
定年退職
平成12 (2000)年4月1日
平成13 (2001)年4月1日
平成16 (2004)年4 ナ] 1日
平成20 (2008)年3月31H
2 非常勤職
昭和53 a978)年4月
昭和脇(1978)年8 打
昭和58 (1983)年4月
昭和59 (1984)年4月
昭和60 (1985)年4月
昭和61 (1986)年411
大阪大学人間科学部誠師(行動計量学X昭和53年9月まで)
The university of chicago, visiting professor
(centerfor Far Eastern studies & Department ofsoci010gy)
(昭和郭年7月まで)
東北大学文学部講師(行動科学特殊講義X昭和59年3月まで)
関西学院大学社会学部非常勤講師緬牙究演習、社会学実習)
畑召和印年3月まで)
東北大学教養部講部(社会学X昭和63年3月まで)
埼玉大学教養学部講師(社会心理学特殊講義)
(昭和62年3月まで)
東北福祉火学講帥(グループワークX昭和62年3月まで)
三重大学人文学部講師(行動科学・社会烱査法)
(昭和62年9 目まで)
尚總女学院知期大学講師(統計法)
ψ断麦,平成10年度まで.4月から 9月までただし,平成6年
度のみ10月から 3jほで)
三重大学人文学部講師く行動科学・社会調査法)
(平成元年9月まで)
文部省統計数理研究所助教授併任(領域統計研究系)
(平成3年3月まで)
扶城大学人文学部誥師(情報理論特講X乎成3年3月まで)
東北大学教養部兼務くプレゼミ「行動科学のぢえ方D
ψ斯髪,平成6年度まで,毎年更新)
文部省統計数理研究所助教授併任(領域統計研究系)
(平成4年3月まで)
東京都立大学大学院社会学研究科講師(平成4年31ほで)
大阪大学人問科学部講師(計量社会学X平成5年3月まで)
松山大学人文学部講師(社会構造論X平成5年3月まで)
岩手大学人文社会学部誠師(現代社会論X平成3年9月まで)
東京大学大学院人文社会系研究科講師(平成7年9月まで)
北海道大学文学部講師(平成8年3月まで)
名古屋火学文学部講師(平成9年3月まで)
宮城学院女子大学講師(情報行動論X平成13年3月まで)
昭和61 住986)年4月
昭和62 (1987)年4月
平成元(1989)年4月
平成元(1989)年4月
平成 2 (1990)年4月
平成2 (1990)年10月
平成 2 (1990)年4月
平成 3 (1991)年4月
平成3 (199D 年10月
平成 4 (1992)年411
平成 4 (1992)年4月
平成 5 (1993)年9月
平成 7 (1995)年4月
平成 7 (1995)年4月
平成 8 住996)年10月
平成10 (1998)年4月
平 成 Ⅱ ( 1 羽 9 ) 年 8  門
平 成 1 3  ( 2 0 0 1 ) 年 2 月
' 下 成 ] 5  ( 2 0 0 3 ) 年 4 月
平 成 1 9  ( 2 0 0 7 ) 年 4 月
学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等
1 . 学 会
n 木 社 会 学 会
昭 和 4 7  ( 1 9 7 2 )
昭 和 綿 ( 1 9 8 8 )
平 成 3  ( 1 9 9 1 )
平 成  9  住 9 9 7 )
平 成 1 2  ( 2 0 0 0 )
平 成 1 8  ( 2 0 0 6 )
関 西 学 院 大 学 社 会 学 都 誠 師 ( 応 用 社 会 心 理 学 )
放 送 大 学 学 園 ( 社 会 と 環 境 X 平 成 1 3 年 3 H ま で )
侶 州 大 学 人 文 学 部 講 師 ( 環 境 社 会 学 )
( 平 成 1 6 年 3 月 ま で )
明 治 学 院 大 学 心 理 学 部 誹 師 ( 平 成 1 9 年 9 ナ ほ で )
・ ' 下
仟 . 1 0 月
年 1 0 月
年 1 2 月
午 Ⅱ 月
午 H 月
日 木 行 動 計 量 学 会
昭 和 4 8  ( 1 9 7 3 )
昭 和 5 8  ( 1 9 8 3 )
昭 和 6 0  ( 1 9 8 5 )
昭 和 6 3  ( 1 9 8 8 )
平 成 3  ( 1 9 9 1 )
平 成  9  ( 1 9 9 7 )
平 成 1 2  < 2 0 0 の
会 員 ( 現 在 ま で )
編 集 委 貝 会 専 門 委 員 ( 平 成 3 年 1 0 打 ま で )
編 染 委 員 ( 平 成 6 年 1 0 刀 ま で )
研 究 活 動 委 員 ( 平 成 1 2 年 Ⅱ 月 ま で )
理 亊 ・ 社 会 学 評 論 編 集 委 員 長 ( 平 成 1 5 年 Ⅱ 月 ま で )
財 務 理 事 ( 平 成 2 1 年 1 1 月 ま で )
会 員 ( 現 在 ま で )
' 手
運 営 委 員 ( 平 成 9 年 3 ナ ほ で )年
編 染 委 員 ( 和 文 誌 編 集 幹 亊 X 昭 和 6 3 年 ま で )年
加 集 委 員 ( 欧 文 誌 編 集 幹 亊 X 平 成 9 年 3 月 ま で )年
理 出 ( 平 成 9 年 3 月 ま で )
年
年 皮 学 会 大 会 大 会 委 員 長
理 事 ( 平 成 1 4 年 度 ま で )
年 度
東 北 社 会 学 会
昭 和 5 9  ( 1 9 8 4 )
平 成 元 ( 1 9 8 9 )
平 成  9  ( 1 9 9 7 )
平 成 1 1  ( 1 9 9 9 )
. 1 Ξ
年
非  月
年 7 月
平 成 1 7  ( 2 0 0 5 ) 年 8  打
束 北 社 会 学 研 究 会
昭 チ [ 巧 9  ( 1 9 8 4 )
昭 和 6 1  ( 1 9 8 6 )
昭 和 6 3  ( 1 9 8 8 )
平 成 1 7  ( 2 0 0 5 ) 午
会 員 ( 現 在 ま で )
庶 務 委 員 長 ( 平 成 3 年 ま で )
理 事  q 肝 究 活 動 委 員 長 X 平 成 Ⅱ 年 7 月 ま で )
理 事 ( 5 0 周 年 記 念 事 業 準 備 小 委 員 会 委 貝 長 )
( 平 成 1 3 年 7 J ほ で )
会 長 ( 平 成 1 9 年 7 1 ほ で )
数 理 社 会 学 会
昭 和 6 1  ( 1 9 8 6 )
昭 和 6 1  ( 1 9 8 6 )
昭 和 6 1  ( 1 9 8 6 )
平 成  3  ( 1 9 9 1 )
会 員 ( 現 在 ま で )
会 計 委 員 印 召 和 6 3 年 ま で )
機 関 誌 『 社 会 学 研 究 」 編 集 委 員 ( 平 成 2 年 ま で )
機 関 誌 「 社 会 学 佃 杉 以 編 集 委 員 ( 平 成 1 9 年 度 ま で )
年
年
手
年 1 0 月
平 成  5  ( 1 9 9 3 ) 年 1 0 月
平 成  7  ( 1 9 9 5 ) 年 6 1 1
会 員 ( 現 在 ま で )
理 事 ( 研 究 活 動 担 当 X 平 成 元 年 ま で )
編 集 委 員 ( 平 成 5 年 1 0 月 ま で )
理 事 ( 編 集 担 当 ・ 機 関 誌  r 理 論 と 方 法 」 編 集 委 貝 長 )
( 斗 ξ 成  5 年 1 0 月 ま で )
理 斗 i ( 副 会 長 X 斗 三 成 6 年 3 1 ほ で )
第 1 同 学 会 賞 選 考 委 員
? ? ?
平成 9 (1997)年4月
平成15 (2003)年11珂
写U尭社会学会(平成4年10打まで,環境社会学何究会)
会員(現在まで)平成2 (1990)年
平成2 (1990)年運営委員(平成3年まで)
運営委員(亊務局担当X平成5年まで)f成3 (1991)年
平成 5 (1993)年7月監事(平成 7年6月まで)
平成6 a994)年5月機関誌発行検討委貝会委a (平成6年9月まで)
平成6 a994)年10打機関誌『環境社会学研究』編集委員長(平成9年6上ほで)
平成 7 (1995)年6月職小(平成 9年6 打まで)
平成11(1999)年6月会長(平成13年5j}まで)
平成15(2003)年6月監事(平成17年5jほで)
会長(平成Ⅱ年3月まで)
第5 回学会賞選ぎ委員(委員長X乎成17年3jほで)
廃染物学会
平成15
平成17
(2003)年7月
(2005)年4 ナ]
乎成17 (2山5)年7 男
2 社会的活動
昭和60 住985)
昭和60 (1985)
昭和63 (1988)
東北支部 f会事(平成17年7 打まで)
第16回廃棄物学会研究発表会(於:仙台国際七ンタ
2005年10月31日一11月1供)実行委貝会広報委員会委員長
東北支部副支部長(平成19年71ほで)
平成元(1989)年7月
年4月
年9月
年7月
平成2 (1990)年7月
平成 2 (1990)年7月
環境庁国立公害研究所客員研究員(昭和61年3月まで)
文部省統計数理研究所典同研究員印召和61年3月まで)
文部告統計数理研究所共同利用委員会委員
(平成元年6月まで)
文都省統計数理何究所共同利用委員会委員(乎成2年6月
まで)
田尻町保健医療,福祉の将来構想並びに基本計画策定委員会
委員いr成3年12月まで)
文部名統計数理研究所共同利用委員会委員(平成3年6月
まで)
仙台市環境保全活動推進に関する懇談会委貝(平成3年3月
まで)
宮城県廃棄物問題対策会議委員(乎成9年10月まで)
仙台市産業廃棄物対策懇談会委貝(平成5年3打まで)
文部省統計数理研究所共同利用専門委員会委員
(乎成 5年8月まで)
仙台市産業廃棄物処理施設設置等調整委員会委員
(乎成 5年12月まで)
仙台市廃棄物対策審議会委貝(平成6年3jほで)
(則)仙台佃健康福祉亊業団
市民の生きがいに関する意識調査委員会委員(平成5年3月まで)
仙台市情報化推進会議委員(平成7年1打まで)
゛お仙台市仙康福祉事業団
市民の生きがいに関する意識調査委員会委員(平成6年3月まで)
仙台市地球温暖化対策迎絡恊議会委員(平成7年3月まで)
仙台市産業廃棄物処理施設設置等訓整委員会委員
(平成 7年12月まで)
.F成 2 (1990)年8月
平成2 住990)年9月
平成3 a991)年8 打
平成 3 (1991)年9月
平成 4 (1992)年1月
平成 4 (1992)年5月
平成4 (1992)午11村
平成 5 (1993)年1 阿
平成 5 (1993)年4月
平成 6 (1994)年111
平成 6 (1994)午 1月
仙 台 市 廃 棄 物 対 策 審 議 会 委 貝 ( 平 成 8 年 6 月 ま で )
日 米 教 育 委 員 会 青 ' 類 審 査 員 ( 1 9 9 5 - 1 9 9 6 年 度 フ ル ブ ラ イ ト 奨 学 金
日 本 人 留 学 者 選 考 に 係 わ る 冉 煩 審 査 )
仙 台 市 M 報 化 推 進 会 議 委 員 ( 平 成 9 年 1 月 ま で )
平 成  7  住 9 9 5 ) 年 1 月
宮 城 県 環 境 密 議 会 環 境 計 画 専 門 委 員 ( 平 成 8 年 3 j ほ で )
平 成  7  ( 1 9 9 5 ) 午  7 月
仙 台 市 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 設 羅 等 調 整 委 員 会 委 貝
平 成 8  住 9 9 6 ) 年 1 月
( 斗 勺 戍  9 年 1 2 月 ま で )
仙 台 市 廃 棄 物 対 策 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 0 年 6 河 ま で )
平 成  8  ( 1 9 9 6 ) 年 7 月
環 境 庁 地 球 温 暖 化 防 住 の 為 の ラ イ フ ス タ イ ル 検 討 委 員 会 委 員
平 成  9  ( 1 9 9 7 ) 年 4 月
( 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
平 成 9  ( 1 9 9 7 ) 年 9 月 仙 台 市 仙 台 ま ち 美 化 懇 話 会 委 員 ( 座 長 X 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
平 成 9  ( 1 9 9 7 ) 年 1 1 月 仙 台 市 職 貝 研 修 講 師 「 行 政 マ ー ケ ツ テ ィ ン グ 講 座 Ⅱ
( 行 政 ア ン ケ ー ト 入 門 ) 」 全 1 3 時 間
仙 台 市 産 業 廃 菜 物 処 理 施 設 設 置 等 調 整 委 員 会 委 貝
平 成 1 0  ( 1 9 9 8 )  4 1 月
( 平 成 1 1 年 1 2 月 ま で )
平 成 1 0 ( 1 9 9 8 ) 年 6 ナ 1  A P E C 環 境 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム ・ サ イ ド イ ベ ン ト 検 討 委 員 会
( 座 長 )
( 平 成 1 0 年 9 月 ま で )
環 境 庁 地 球 温 暖 化 防 止 の 為 の ラ イ フ ス タ イ ル 検 討 委 員 会 委 貝
平 成 1 0  ( 1 9 9 8 ) 年 4 月
( 平 成 Ⅱ 年 3 月 ま で )
グ リ ー ン 購 入 フ ォ ー ラ ム  m 東 北 突 行 委 員 会 委 員 ( 座 長 )
平 成 1 0  ( 1 9 9 8 ) 年 7 月
( 平 成 1 0 年 1 1 月 ま で )
仙 台 市 廃 棄 物 対 策 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 2 年 6 j ほ で )
平 成 1 0  住 9 9 8 ) 年 7 月
宮 城 県 事 業 別 環 境 配 慮 指 針 作 成 調 査 検 討 委 員 会 委 員  U 巫 長 )
平 成 1 0  ( 1 9 9 8 ) 年 1 2 月
( 平 成 Ⅱ 年 3 月 ま で )
平 成 1 2 ( 2 0 0 0 ) 年 8 月 1 日 日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 等 審 査 会 専 門 委 員
( 平 成 1 4 年 7 月 3 1 日 ま で )
平 成 1 2 ( 2 0 0 0 ) 年 9 月 宮 城 県 小 牛 田 町 新 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン 検 討 委 員 会 委 貝 ( 委 員 長 )
( 平 成 1 3 年 3 月 ま で )
平 成 1 2 ( 2 0 0 0 ) 年 7 月 仙 台 市 商 工 会 議 所 大 規 模 小 売 店 舗 立 地 検 討 委 貝 会 委 員 ・ 1 司 専 門
委 貝 や F 成 1 3 年 1 0 月 ま で )
平 成 1 3 ( 2 0 0 わ 年 1 月 1 日 日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 安 委 員 会 専 門 委 員
( 平 成 1 3 午 1 2 月 3 1 H  ま で )
仙 台 市 商 工 会 議 所 大 規 模 小 売 店 舖 立 地 検 討 委 員 会 委 員 ・ 同 専 門
平 成 1 3  ( 2 0 0 1 ) 年 1 1 月
委 員 ( 平 成 1 6 年 1 0 月 ま で )
平 成 1 4 ( 2 0 0 2 ) 年 1 月  l e  H 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 寳 委 員 会 専 門 委 員
( 平 成 1 4 年 1 2 打 3 1 日 ま で )
平 成 1 4 ( 2 0 0 2 ) 年 1 1 月 ( 仙 台 寸 D  杜 の 都 の 環 境 を つ く る 審 議 会 臨 時 委 員
( 平 成 1 5 年 6  打 ま で )
平 成 1 4 ( 2 0 0 2 ) 年 1 2 月 ( 仙 台 市 ) 緑 美 し い 仕 の 都 を 老 え る 懇 談 会 委 貝
( 平 成 1 6 年 3 月 ま で )
平 成 1 6 ( 2 0 0 4 ) 年 7 月 仙 台 市 廃 棄 物 対 策 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 8 年 6 月 ま で )
平 成 1 8 ( 2 0 0 6 ) 年 6 月 一 環 境 省 地 球 環 境 研 究 稔 合 推 進 費 課 題 「 ラ イ フ ス タ イ ル 変 革 の た
め の 有 効 な 情 報 伝 逹 手 段 と そ の 効 果 に 関 す る 研 究 」
( 研 究 代 表 者 . 肖 柳 み ど り ) ア ド バ イ リ リ ー ・ ポ ー ド ( 平 成 2 0 年
3 1 ほ で )
平 成 1 8 ( 2 0 0 6 ) 年 7 月 仙 台 市 廃 棄 物 対 策 審 議 会 委 員 ( 平 成 2 0 年 6 月 ま で )
平 成  6  ( 1 9 9 4 ) 年 5 月
平 成 6  住 9 9 4 ) 年 1 0 月
平成19 (2007)年4月
平成19 (2007)年5月
3.東北大学内の委員など住劣
(文学研究科タ"
平成4 (1992)年4月総合哨報ネットワークシステム運営委員(平成11年3jほで)
平成12(2000)年4月全学教育審議会委員
平成12(2000)年4月束北大学の法人化検討委員会委員
平成13(2001)年4月評議員(平成16年3月まで)
平成15(2003)年4月全学広報委員長(平成16年3打まで)
平成16(2舶4)年4月東北大学医学部・医学系研究科倫理委員会委員
(平成18年3月まで)
平成17年4月1日 東北大学学友会文化部長(平成18年3月まで)
独立行政法人日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員
および国際事業委員会書面審査員
大学共同利用機関法人惰報・システム研究機構続計数理研究
所「統計数理研究所共同利用体制外部評価委員」
(平成20年3月まで)
委員長X平成Ⅱ年3月まで)
(文学研究科内)
平成 4 (1992)
平成 4 (1992)
平成 9 (1997)年4月
4
年10月
年1 打
競争的資金の獲得
昭和56 (1981)年度三島海雲記念則団研究者奨励金.研究課題「社会的決定に関す
る数理社会学的研究」(400千円)
昭和59 (1984)年度カシオ科学振興財団研究助成金(第2 回).研究課題「社会的ジ
レンマに関する計品的多水凖分析一青少年における公私観念の
育成をめざしてー」(1,000千円)
昭利印(1985)年度一昭和能(1987)年度
文部省科学研究贅総合研究A.研究課題「社会構造および社
会過程分析への数理的アプローチ」(6,600千円)
昭和62 (1987)年度カシオ科学振興財団研究助成金(第5回).研究課題「社会的ジ
レンマに関する計量的多水準分析一青少年における公私観念の
育成をめざしてー」(1,000千μD
平成 3 (1991)年度一平成 4 (1992)年度
文部省科学研究費捻合研究A.研究課題「社会的ジレンマの
数理社会学的研究」(4β00千円)
平成3 (1991)年度(財)地域社会研究所・第一住宅建設恊会研究助成金.研究課題
打発棄物およびその処理に関する仙台市民の意識調査研究」四00
千円)
平成 4 (1992)年度一平成 5 (1993)年度
旭硝子財団人文社会科学系研究助成研究課題「生活と環境
に関する市民意識」(2,500千円)
平成10 (1998)年度一平成12 (2000)年度
日本学術振興会科学研究費・基盤研究C.研究課題「りサイ
クル行動の計量社会学的研究」(98年度:700千円,99年度 140
千円.200年度:900千円.託器ト:3,000丁1田
委員長X平成6年9月まで)
委員(1995度.1996年度:委員長X平成9
総務委員 a993年度
将来計画検削委員会
年31ほで)
経ゞ野委員(1997年度
平 成 1 5 ( 2 0 0 3 ) 年 度 一 平 成 1 8  ( 2 0 0 7 ) 年 度
日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 贊 ・ 基 盤 研 究 A . 研 究 課 題 「 廃 棄 物
を め ぐ る 人 問 行 動 と 制 度 一 環 境 問 題 " 礁 夬 の 数 理 ・ 計 量 社 会 学 一 」
( 2 0 0 3 年 度 . 6 , 1 0 0 千 円 +  2 0 0 4 年 度 '  5 , 0 0 0 千 円 十  2 0 0 5 年 度
総 額  3 3 , 9 0 0 千 円 )
1 5 , 9 0 0 下 円 +  2 0 0 6 年 度 : 6 , 9 0 0 千 円
カ シ オ 科 学 振 興 財 団 研 究 助 成 金 研 究 課 題 件 十 会 的 ジ レ ン マ
問 題 の 解 決 に 関 す る 行 動 科 学 的 研 究 一 水 俣 市 に お け る 分 別 制 度
の 形 成 ・ 定 着 過 程 に 学 ぷ 」 ( 1 , 0 0 0 千 円 )
平 成 1 8 ( 2 0 0 印 年 度 一 平 成 2 0 ( 2 0 0 8 ) 年 度
日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 聖 ・ 基 盤 研 究 B  q 毎 外 調 査 ) 研 究 課
題 「 オ ー ス ト ラ リ ア の 廃 棄 物 問 題 ー ア デ レ ー ド ・ メ ル ボ ル ン に
お け る 多 水 準 分 析 の 試 み ー 」 ( 2 0 0 6 年 度 : 1 , 5 0 0 千 円 十 2 0 0 7 年 度
1 , 6 0 0 千 円 + 2 0 0 8 年 度  1 , 6 0 0 千 円 = 総 計 : 4 , 7 0 0 千 円 )
平 成 1 8  ( 2 0 0 6 ) 年 度
1.著書・編著書・翻訳書
I A.著書・編著書
1.安田三郎・海野道郎,胖士会統計学(改訂2版)』,1977年3月,丸善
2.原純輔・海野道郎,胖士会調査演習』、 1984年9月,東京大学出版会 q社会
調査演習第2版』,2004年1月)
業
3'海野道郎,欣岫洲錬達をめざしてーゼミ活動の記録一』,1985年6月,関西学院
大学総合教育研究室侍戈育開発研究シリーズ;5)
ι、1旦
π凱
4.原純輔・海野道郎編,肱女理社会学の現在』,1985年11月,数理社会学研究会
目
5.海野道郎・原市岼甫・和田修一編,ル女理社会学の展開』,1988年3月,数理社
会学研究会
録
6.盛山和夫一海野道郎編,麻失序問題と社会的ジレンマ』,1991年9 村,ハーベス
ト社
フ.海野道郎編,『公平感と政治意識細本の階層システム 2)』,2000年9月,東
京大学出版会
1
8.海野道郎・片瀬一男編,『失われた時代の高校生意識j,2008年3月(出版予
定),有斐閣
9.海野道郎胖士会的ジレンマー問題解決と理論の革新一』,2008年(出版予定),
ミネルヴァ書房
10.小林盾・海野道郎編,殿女理社会学の理論と方法(数理社会学シリーズ2)』,
2008年(出版予定),勁草書房
IB.副訳書
1.岡本雅典・海野道郎訳,『社会学のロジック』,1978年3月,東洋経済新薯井士
(Raymond Boudon,ιιSuathι柳αh'q1ιιιπ S0ι1'010giι. PUE 1971)
2.海野道郎・中村隆監訳,胖士会統計学一社会調査のためのデータ分析入門一』,
1990年4月,ハーベスト社(George w Bohnstedtand David Knoke, stahst北Sjの
SodalDai4Aπαbsis.(2nd ed.) EE. peacock,1988)
23
海 野 道 郎 訳 , 畔 士 会 科 学 の 道 県 . 箱 一 合 理 的 選 択 理 論 入 門 一 」 , 1 9 9 7 年 5 月 ,
ノ 、 ー ・
ベ ス ト ネ 士 .  q o n  E l s t e r , 1 9 8 9 .  N 1 ι t S  4 π d  B o l t s  i π 所 ι  S O C I ' α I  s c i ι 1 1 C ι S .  c a m b r i d g e
U n i v e r s i t y  p r e s s )
Ⅱ . 調 査 報 告 害
1 . 山 田 圭 一 ・ 海 野 道 郎 ・ 若 林 一 平 ・ 日 高 広 見 ・ 山 田 文 康 ・ 橋 本 昭 洋 ' 園 部 雅 久
塚 原 修 一 ・ 平 山 信 夫 著 , 「 シ ス テ ム ズ 分 析 の 目 標 設 定 段 階 の 乎 法 に 関 す る 研
究 』 , 1 9 7 3 年 3 月 , 東 京 工 業 大 学 社 会 工 学 科 山 田 研 究 室 . 〔 大 蔵 省 主 計 局 助 成 金
に よ る 自 主 研 究 の 報 告 書 : 幹 事 〕
2 . 海 野 道 郎 『 日 本 型 科 学 技 術 開 発 シ ス テ ム の 基 本 設 計 4 8 年 度 各 論 ( 6 ) ー ラ イ フ
サ イ ク ル か ら 見 た  R  & D 政 策 の 在 り 方 に 関 す る 調 査 研 究 一 」 . 1 9 7 4 年 3 月 , 財
団 法 人 ・ 未 来 工 学 研 究 所 . 〔 未 来 工 学 研 究 所 の 委 託 研 究 : 幹 事 〕
3 . 山 田 圭 一 ・ 海 野 道 則 卜 山 田 文 康 ・ 橋 本 昭 洋 ・ 板 橋 博 康 ・ 鏡 豊 ・ 中 村 隆 ' 藤 森
萬 年 ゛ 系 厚 伸 著 , 『 マ イ ノ リ テ ィ ー に 対 す る 公 共 政 策 』 , 1 9 7 6 年 3 月 , 東 京 工 業
大 学 社 会 工 学 科 山 田 研 究 室 . 〔 大 蔵 省 主 計 局 の 委 託 研 究 : 幹 事 〕
4 . 安 田 三 郎 ・ 海 野 道 郎 ・ 鏡 豊 ・ 鈴 木 貞 雄 , 『 偏 見 の 研 究 』 , 1 9 7 6 年 3 月 ( 非 売 品 )
〔 安 田 三 郎 の 科 学 研 究 贊 に よ る 調 査 研 究 : 幹 事 ・ 〕
5 . 海 野 道 郎 ・ 京 を 佳 明 ・ 東 堂 吉 剛 ・ 松 尾 聖 史 ・ 竹 内 靖 , 「 信 楽 線 廃 止 問 題 に 関 す る
調 査 ( 第  1 次 報 告 書 ) 』 , 1 9 8 2 年 3 月 , 関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 海 野 ゼ ミ ナ ー ル
■ 主 研 究 : 代 表 者 〕
6 . 関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 数 理 社 会 学 研 究 室 , 『 芦 屋 浜 シ ー サ イ ド タ ウ ン に お け る
居 住 者 意 識 調 査 基 本 報 告 書 」 , 1 9 8 3 年 1 1 月 . 〔 自 主 研 究 : 代 表 者 〕
フ . 乾 原 正 . 仲 原 晶 子 ・ 海 野 道 郎 一 浅 下 俊 哉 , 「 り カ レ ン ト 教 育 と 大 学 N 総 研 論 集 』 ,
1 9 8 6 年 3 月 , 第 6 号 , 関 西 学 院 大 学 総 合 教 育 研 究 室 . 〔 調 査 技 術 者 と し て 参 力 川
8 . 尾 上 久 雄 ・ 林 知 己 夫 ・ 荒 井 宏 祐 ・ 阪 本 靖 郎 ・ 海 野 道 郎 , 防 女 送 の 社 会 的 評 価 と
ニ ュ ー メ デ ィ ア 効 果 一 放 送 事 業 の コ ス ト ・ ベ ネ フ ィ ッ ト の 研 究 一 ( C B A  レ ポ ー
ト 3 ) 」 , 1 9 釘 年 8 月 , 放 送 社 会 評 価 研 究 会 ・  N H K 放 送 世 論 調 査 研 究 所 . 〔 統 計
数 理 研 究 所 元 所 長 ・ 林 知 己 夫 氏 と と も に , 調 査 分 析 の 専 門 家 と し て 参 加 〕
9 . 東 北 大 学 文 学 部 教 育 文 化 研 究 会 ( 1 励 , 『 教 育 と 社 会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 一 第
1 次 調 査 報 告 書 一 』 , 1 9 8 8 年 Ⅱ 月 , 東 北 大 学 文 学 部 教 育 文 化 研 究 会 . 〔 カ シ オ 利
学 振 興 財 団 研 究 助 成 金 に よ る 調 査 の 報 告 書 . 研 究 代 表 者 〕
10.尾上久雄・林知己夫・佐々木弘・1坂本靖則卜海野道郎・荒井宏祐・牧田徹雄,
防女送の最適社会経済システムをめざして一公共放送・民間放送併存体制の論
理一(CBA レポート 4)』,1988年12河,放送社会経済研究会・ NHK放送世論
調査研究所.耶充計数理研究所元所長・林知己夫氏とともに,調査分析の専門
家として参加〕
Ⅱ.仙台市環境事業局編,「生活環境(ごみ等)に関する市民意識調査報告舌」,
1989年9月,仙台市環境事業局.〔仙台市環境事業局の委託調査:調査責任者〕
12.みやぎ生活共同組合生活文化部侍励,「環境と資源問題に関する組合員の意識
調査報告害゛,1990年Ⅱ月,みゃぎ生活協同組合.〔みやぎ生活協同組合の委託
研究:調査責任者〕
13.海野道郎・片瀬一男(編),跨文育と社会に対する高校生の池冷哉一第2次調査報
告書一』,1990年Ⅱ月,東北大学文学部教育文化研究会.〔カシオ科学振興財団
の研究助成による調査研究の報告書:研究代表者〕
14放送社会経済研究会,防女送経済学の基本問題一視聴者評価の分析を中心とし
てー(CBA レポート5)』,1991年12村,放送社会経済研究会・ NHK放送世論
研究所(WTP研究会:代表・尾上久雄岐阜大学長).〔林知己夫氏とともに,
訓査分析の専門家として参力加
15生活環境研究会(i凋,『暮らしとごみに関する仙台市民意識調査報告書』,
1992年3月,仙台市環境事業局.〔第一住宅建設協会の研究助成金による調査
調査責任者〕
3
16地城社会研究所,第一住宅建設恊会編,『廃棄物およびその処理に関する仙台
市民の意識調査・研究』,1992年4月,唄お地域社会研究所・第一住宅建設協
会.(第一住宅建設協会の研究助成金による調査研究の報告書七研究代表者〕
17仙台市健康福祉事業団,「市民の生きがいに関する意識調査報告書(40~59歳
編)』,1993年3月,側')仙台市健康福祉事業団.〔統計的社会調査の専門家と
して調査委員会委員となり,調査設計・分析を指導〕
18、海野道郎編,『社会的ジレンマに関する数理社会学的研究」,1993年3月(科学
研究費補助金(総合研究A)研究成果報告書:平成3~4年度).〔科学研究費
補助金硫急合研究A)研究成果報告書〕(研究代表岩:海野道郎)
19.宮城県消賞生活協同組合連合会編,件尉止等に関する組合員意識調査報告書』,
1993年10月,宮城県消費生活協同組合連合会.〔調査検討委員兼ワーキンググ
ループ代表として,調査の設計・分析・報告書作成を指導〕
42 0 . 生 活 環 境 研 究 会 編 , 『 生 活 と 環 境 に 関 す る 仙 台 市 民 薫 識 調 査 報 告 沓 ゛ ,
3 月 , 生 活 環 境 研 究 会 . 〔 旭 硝 子 財 団 助 成 金 に よ る 調 査 研 究 の 報 告 当
表 著 〕
2 1 , 生 活 環 境 研 究 会 編 . 「 ι 仁 活 と 環 境 に 関 す る 仙 台 市 民 意 識 調 査 資 料 ・ 」 , 1 9 9 4 年
3 月 , 生 活 環 境 研 究 会 . 〔 旭 硝 子 財 団 助 成 金 に よ る 調 査 研 究 の 報 告 書 付 属 資 料
研 究 代 表 老 〕
2 2
側 ' ) 仙 台 市 健 康 福 祉 事 業 団 編 . 「 市 民 の 生 き が い に 関 す る 意 識 調 査 報 告 書 ( 6 0
歳 以 上 編 ) 』 , 1 9 9 4 年 3 月 , け 村 仙 台 市 健 康 福 祉 事 ・ 業 団 . 邸 充 計 的 社 会 調 査 の 専
門 家 と し て 調 査 委 員 会 委 員 と な り , 調 査 設 計 ' ・ 分 析 を 指 導 〕
2 3
鈴 木 昭 逸 ・ 海 野 道 郎 ・ 片 瀬 一 男 編 , 謄 文 育 と 社 会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 一 第 3
次 調 査 報 告 書 一 』 , 1 9 9 6 年 3 月 , 東 北 大 学 教 育 文 化 研 究 会 . 師 升 究 代 表 者 〕
2 4
小 牛 田 町 地 域 新 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会 , 「 小 牛 田 町 地 域 エ ネ ル ギ ー
ビ ジ ョ ン 報 告 1 暫 , 2 0 0 1 年 3 月 , 宮 城 県 小 牛 田 町 . 〔 新 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ヨ ン 策 定
委 員 会 委 員 長 と し て , 事 務 局 ・ コ ン サ ル を 指 導 し 採 告 書 を 取 り ま と め る 〕
2 5 . 海 野 道 郎 編 ,  f り サ イ ク ル 行 動 の 計 量 社 会 学 的 研 究 一 合 理 的 選 択 理 論 を 基 礎 と
し て ー 」 , 2 0 0 1 年 3 月 ( 科 学 研 究 費 袖 助 金 ( 基 盤 研 究 ( C X 2 ) ) 研 究 成 果 報 告
平 成 1 0 ~ 1 2 年 度 ) . 師 升 究 代 表 者 シ 海 野 道 郎 〕
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頓 お 東 北 産 業 活 性 化 セ ン タ ー 編 , 『 団 塊 パ ワ 一 が 拓 く 新 市 場 一 新 た な 財 ' サ ー
ビ ス の 創 出 と 地 城 の 活 性 化 一 』 , 2 0 0 6 年 8 打 , 日 本 地 域 社 会 研 究 所 . 絲 ■ 谷 昂 委
員 長 の 要 請 に よ り , 調 査 分 析 の 専 門 家 と し て 調 査 検 討 委 員 会 に 委 員 と し て 加 わ
り , 調 査 票 の 設 計 ・ 分 析 に っ い て シ ン ク タ ン ク 職 員 を 指 導 ・ 助 言 〕
2 7 . 海 野 道 郎 編 , 『 廃 棄 物 を め ぐ る 人 問 行 動 と 制 度 一 環 境 問 題 " 我 夬 の 数 理 ' 計 量 社
会 学 一 』 , 2 0 0 7 年 3 月 ( 科 学 研 究 贄 補 助 金 ( 基 盤 研 究 ( A ) ) 研 究 成 果 報 告 書
平 成 1 5 ~ 1 8 年 度 ) . 印 牙 究 代 表 者 〕
Ⅲ . 研 究 論 文
Ⅲ A . 原 著 論 文
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海 野 道 郎 ・ 山 田 文 康 ,
会 学 』 , 1 9 7 4 年 1 0 月 ,
兄 女 良 リ
1 巻 2 号
ツ カ ー ト 尺 度 ( M U F Y 尺 度 ) の 提 唱 」 , 『 現 代 社
5 6 - 8 0 , 現 代 社 会 学 会 誠 : 講 談 社
? ? ?
2.東京工大・未来工学研 R&D研究グループ q毎野道郎・塚原修一・荒井克
弘・小室純一),「理工系学生の進路選択」『自然』,1974年Ⅱ月,第29巻第11号
32-38 (補訂の上、林雄二郎・山田圭一編汗斗学のライフサイクル』,1975年10
月,中央公論社Ⅱ7-137頁に再'剥
3.海野道郎・鏡豊,「偏見の内音肘博造N関西学院大学社会学部紀要』,1976年12月,
33・号:釘・96,関西学院大学社会学音師升究会
4.海野道則卜鏡豊,「偏見の因果構造Ⅱ関西学院大学社会学都紀要』,1977年1月,
34号:51-65,関西学院大学社会学音師升究会
5.海野道郎,「分結指数の検討一方法論的検討一N関西学院大学社会学部紀要』,
1977年12月,35号:四、60,関西学院大学社会学書既π究会
6.海野道郎,「差別の概念と測定」『関西学院大学社会学部紀要」,1978年3月,36
号:97-108,関西学院大学社会学音師升究会
フ.海野道郎・大工三枝子・山本努,「正当化のメカニズムー理論構築のための予
備的事例分析一N関西学院大学社会学音剛巳要』、 1978年12月,37号:47-57,関
西学院大学社会学部研究会
8.海野道郎・鏡豊,「マイノリティーの類型化一その基準に関する一考察一N関
西学院大学社会学音畷巳要』,1979年2月,38号:65-76,関西学院大学社会学部
研究会
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9.海野道郎,「分結指数の検討一方法論的検討・その2一Ⅱ関西学院大学社会学部
紀要』,1979年12月,39号:131-138,関西学院大学社会学吾師汗究会
10.海野道郎,「く成り済まし>の理論一フォーマル・セオリーをめざしてー」r関西
学院大学社会学割誹己要』,1980年3月,如号:141-171,関西学院大学社会学部
研究会
Ⅱ.海野道郎,「佃人的決定と社会的決定一(1)意思決定過程モデルの構築一Ⅱ関
西学院大学社会学部紀要』,1980年12月,41号:13-25,関西学院大学才士会学部
研究会
12.海野道郎,「個人n枇夬定と社会H辧夬定一(2)意思決定過程モデルによる時間不
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61 3 . 海 野 道 郎 , 「 佃 人 的 決 定 と 社 会 的 決 定 ( ー ) 意 思 決 定 過 程 モ デ ル の 構 築 と 時 問
不 変 均 質 社 会 の 分 析 」 『 現 代 社 会 学 』 , 1 9 8 1 年 6 月 , 8 巻  1 号 : 1 4 5 - 1 釘 , 現 代 社
会 学 会 議 : 講 談 社
1 4 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 過 程 と 社 会 構 造 の 数 理 解 析 一 数 理 社 会 学 の 展 開 一 Ⅱ 行 動 計 量
学 』 , 1 9 8 1 年 9 月 , 8  巻  2  号 : 1 4 - 2 6 , 日 本 行 動 計 量 学 会
1 5 . 海 野 道 郎 , 「 個 人 的 決 定 と 社 会 的 決 定 ( ニ ) 時 問 不 変 不 均 質 社 会 の 分 析 ( 1 ) 」 「 現
代 社 会 学 』 , 1 9 8 1 年 1 1 月 , 8  巻 2  号 : 1 5 4 - 1 7 7 J 見 1 弌 社 会 学 会 議 : 講 談 社
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S 加 d i ι S , 1 9 8 1 . 1 2 . ,  V 0 1 3 0 : 1 1 9 . 1 3 2 ,  K w a n s e i  G a k u i n  u n i v e r s i t y
1 7 . 海 野 道 郎 , 「 あ る 数 理 モ デ ル の 誕 生 一 意 思 決 定 過 程 モ デ ル の 構 築 に 関 す る プ ロ
セ ス 提 示 型 論 文 ( 1 ) ー 」 「 関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 紀 要 』 , 1 9 8 2 年 1 月 , 4 3 号
1 1 5 - 1 3 2 , 関 西 学 院 大 学 社 会 学 剖 怖 牙 究 会
1 8 . 海 野 道 郎 , 「 あ る 数 理 モ デ ル の 誕 生 一 意 思 決 定 過 程 モ デ ル の 構 築 に 関 す る プ ロ
セ ス 提 示 型 論 文 ( 2 ) 一 Ⅱ 関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 紀 要 』 , 1 9 8 2 年 3 月 , " 号
8 1 - 9 6 , 関 西 学 院 大 学 社 会 学 音 陌 牙 究 会
1 9 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 蟻 地 獄 か ら の 脱 出 一 共 感 能 力 の 獲 得 を 目 ざ し て 一 N 関 西 学
院 大 学 社 会 学 部 紀 要 』 , 1 9 8 2 年 1 2 月 , 4 5 号 : 9 3 - 1 0 4 , 関 西 学 院 大 学 社 会 学 音 師 牙 究
2 0 .  u m i n o ,  M i c h i o , "  c o n f o r m i n g  B e h a v i o r  a n d  s o c i a l  D e c i s i o n ・ M a k i n g : p a r t  l , "
k W α π S ι i  G a h u i π υ π i υ ι I s i t y  A π π 群 α I  S 加 d i ι S , 1 9 8 2 . 1 2 . ,  V 0 1 3 1 : 1 6 1 - 1 6 6 ,  K w a n s e i
G a k u i n  u n i v e 玲 i t y
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社 会 心 理 学 研 究 』 , 1 9 8 3 年 2 月 , 2 2 巻 2  号 : 1 2 3 - 1 3 2 , 日 本 グ ル ー プ ・ ダ イ ナ ミ ツ
ク ス 学 会
2 2 . 海 野 道 郎 ・ 浅 尾 浩 一 ・ 浅 海 一 幸 ・ 安 束 美 由 紀 ・ 上 新 広 ・ 大 野 純 子 ・ 宮 永 一
吉 田 さ と み , 「 高 層 住 宅 の 理 想 像 を 求 め て 一 芦 屋 浜 シ ー サ イ ド ・ タ ウ ン に お け
る 事 仔 師 牙 究 ( 1 ) ー 」 『 関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 紀 要 」 , 1 9 部 年 3 月 , 4 6 号 : 2 7 1 - 2 9 6 ,
関 西 学 院 大 学 社 会 学 部 研 究 会
?
23.海野道郎・岩本健良・上田博子・川本真由実,「高層住宅は子供の外遊びを阻
害するか(]):外遊びの規定要因の全体像絲売)一芦屋浜シーサイド・タウン
における事例研究(2)ー」「関西学院大学社会学部紀要』,1983年12月,47号
Ⅱ9-137,関西学院大学社会学音師π究会
24.海野道郎・岩本健良・上田博子・川本真由実,「高層住宅は子供の外遊びを阻
害するか(2):外遊びの規定因の全体像(続)一芦屋浜シーサイド・タウンに
おける事例研究(3)ー」『関西学院大学社会学部紀要」,1984年3月,48号
137-152,関西学院大学社会学部研究会
25.海野道郎・高坂健次・山岸俊男・高木英至・岩本健良,「<社会的ジレンマ>研
究のフロント」原純輔・海野道郎編,「数理社会学の現在』,1985年Ⅱ月,
4-50,数理社会学研究会
26.海野道郎,「社会的蟻地獄の論理構造」原純輔・海野道郎編,『数理社会学の
現在』,1985年11月,85-96,数理社会学研究会
27.海野道郎・岩本健良・上田博子,「社会的蟻地獄の実験的研究ータイムラグに
よる影習一」原純輔・海野道郎編,『数理社会学の現在』,1985年11見,
141-148,数理社会学研究会
28.海野道郎,「社会的蟻地獄についてーその意味と制御可能性一Ⅱ社会学年幸磁,
1986年9月,15号:43-60,東北社会学会
29.海野道郎,「多水準分析の展望一<個人と社会>問題への数理・計量的アプロー
チー」『理論と方法』,1986年11月,創刊号:25-40,数理社会学会
30.海野道郎,「社会的ジレンマにおける共有物の性質一制御のための覚書一」
海野道郎・原純輔・和田修一編,践女理社会学の展開』,19認年3月,
123-136,数理社会学研究会
31.海野道郎,「社会的ジレンマの数理モデルー共有物の性質とモデルの対応関
係一」件士会学研究』,1988年3月,52号:21-46,東北社会学研究会(海野道郎
原純輔・和田修一編『数理社会学の展開』,91-108.数理社会学研究会に転載)
32. umino, Michio,"Formulation of commons DⅡemma: Dawes ModelReconsidered,"
/0記"1αlqf'uthe柳αticals0α'010幻,,1989,14 (4):237-246,(海野道郎・原純輔
和田修一編践女理社会学の展開』,123-136.数理社会学研究会 19認年3月
に転載)
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全 国 調 査 委 員 会 ( 盛 山 和 夫 監 修 「 戦 後 日 本 社 会 階 層 調 査 研 究 資 利 ・ 集
1 9 7 5 ・ 1 9 8 5 年 S S M 調 査 報 告 書 一 」 , 2 0 0 7 年 , 日 本 図 書 セ ン タ ー に 再 1 剥
3 4 . 海 野 道 郎 ・ 鈴 木 淳 也 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ を め ぐ る 意 識 と 行 動 」 東 北 大 学 文 学 部
教 育 文 化 研 究 会 ぜ 励 , 侍 文 育 と 社 会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 一 第 1 次 調 査 級 告
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3 5 . 海 野 道 郎 , 「 現 代 社 会 の 評 価 一 不 公 平 感 の 断 層 一 」 , 東 北 大 学 文 学 部 教 育 文 化 研
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3 6 . 海 野 道 郎 ・ 長 谷 川 計 二 , 「 「 意 図 せ ざ る 結 果 』 素 描 」 『 理 論 と 方 法 』 , 1 9 8 9 年 3 月 ,
第 4 巻 第  1 号 : 5 - 1 9 , 数 理 社 会 学 会
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3 8 . 海 野 道 郎 ・ 斎 藤 友 里 子 , 「 公 平 感 と 満 足 感 一 社 会 評 価 の 構 造 と 社 会 的 地 位 一 」
原 純 輔 ぜ 励 , 『 現 代 日 本 の 階 層 構 造 2 : 階 層 意 識 の 動 態 』 , 1 9 9 0 年 1 月 , 1 - 2 1 ,
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7 河,第22巻:103-119,東北社会学会
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2 0 0 8 年 3 月 仟 噺 テ 予 定 ) , 有 斐 閣
海 野 道 郎 , 「 調 査 票 の 設 計 と 質 問 文 の 作 成 」 , 新 睦 人 ・ 盛 山 和 夫 編  r 社 会 調 査
ゼ ミ ナ ー ル 」 , 2 0 0 8 年 3 月 仟 1 1 行 予 定 ) , 有 斐 閣
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Ⅳ  A . 学 術 発 表
1 . 海 野 道 郎 , 「 パ ー タ ベ ー シ ョ ン 法 : ノ ン ・ パ ラ メ ト リ ッ ク ・ パ ス 解 析 へ の ー つ
の 試 み 」  1 9 7 2 年 1 0 月 , 第 4 5 回 日 本 社 会 学 会 大 会
2 . 山 田 文 康 ・ 海 野 道 郎 , 「 記 文 良 り ツ カ ー ト 尺 度 」 の 提 唱 」 , 1 9 7 2 年 1 0 月 , 第 4 5 回
日 本 社 会 学 会 大 会
3 . 海 野 道 郎 , 「 サ ブ グ ル ー プ 推 定 理 論 ー パ ネ ル デ ー タ か ら 母 渠 団 中 の サ ブ グ ル ー
プ の 枇 造 を 推 定 す る 方 法 一 」 , 1 9 7 3 年 . 9 月 、 第 1 桓 1 日 本 行 動 計 量 学 会 大 会
4 ご 海 野 道 郎 ・ 山 田 文 康 , 「 パ ネ ル デ ー タ の 分 析 に 関 す る 一 考 察 ー サ ブ グ ル ー プ の
推 定 , 回 答 の 不 確 定 性 , 変 化 一 」 , 1 9 7 3 年 1 0 月 , 第 4 6 回 日 本 社 会 学 会 大 会
5 . 海 野 道 郎 , 「 パ ネ ル 分 析 の 可 能 性 一 丑 森 命 構 築 の た め の 覚 え 書 き ( 2 ) 」 , 1 9 7 4 年
1 0 月 , 第 4 7 回 日 本 社 会 学 会 大 会
6.鏡豊・海野道郎,「偏見の研究一その1-(1)接触と偏見との関係」,1975年
Ⅱ打,第48回日木社会学会大会
フ.海野道則卜鏡豊,「偏見の研究一その1-(2)偏見保有の因果構造」,1975年
Ⅱ月,第48回日本社会学会大会
8.海野道則卜鏡豊,「偏見の構造一在日朝剣:・韓国人(C)および箱神病院に入
院したことのある人(S)に対する態度一」,1976年9月,第4 回日本行動計
昂:学t4§ナく壬§
9.海野道郎.「偏見の研究一その2一在留外国人の有Υf1茸造(2)職業」,1976年
10月,第四回Π本社会学会大会
10.海野道郎,「分結指数の"薪寸」.19π年9月,第5 回日木行動計量学会大会
11.海野道郎,「差刎の概念と測定」,1977年U月,第50回日本社会学会大会
12.海野道郎,「佃人的決定と社会的決定一(1)生如里モデルによる均質社会の分1刷,
1980年9月,第認回日本社会学会大会
13'海野道郎,「意思決定過程モデルによる二人社会の分村刊,1981年9月,第9 回
日本行動計並学会大会
14.海野道鄭,「個人的決定と社会的決定一(2)時問不変不均質社会の分析一その
1 -」.1981年10月,第54回日本社会学会火会
15
15.海野道郎.「影饗過程の数理分析一時間不変不均質三人社会の場合」,19訟年
10月,日本グループ・ダイナミックス学会大会
16.海野道郎,「個人n鋲夬定と社会的決定一(3)時間不変不均質社会の分析一その
2 -」,1982年10月.第55回日本社会学会大会
17.鏡豊・海野道郎,「マイノリティー・マジョリティー過程の理論n姉升究一その
1.集団間関係に及ぼす基本的変数の1寺性分析一」,1982年10月,第55回日本社
会学会大会
18.海"予道郎,「高層住宅は子供の外遊びを阻害するか一芦屋浜シーサイド・タ
ウンにおける調査研究一」,1983年10打,第56回日木社会学会大会
19.鏡豊・海野道郎,「マイノリティー・マジョリティー過程の理論的研究:その
2」,1983年10月,第56回日本社会学会大会
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2 0 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 蟻 地 獄 か ら の 脱 出 を め ざ し て ( 1 ) 論 理 構 造 の 分 析 」 , 1 9 8 4
年 1 0 月 , 第 5 7 回 日 本 社 会 学 会 大 会
2 1 . 海 野 道 郎 . 「 社 会 的 蟻 地 獄 に っ い て 」 , 1 9 8 5 年 7 河 , 第 3 2 回 東 北 社 会 学 会 大 会
2 2 . 海 野 道 郎 , 「 責 思 寸 夬 定 と 正 当 化 : テ レ ビ 番 組 に 対 す る 価 値 づ け と 視 聴 行 動 」 ,
1 9 8 5 年 Ⅱ 月 , 第 5 8 回 日 本 社 会 学 会 大 会
2 3 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 に お け る 社 会 的 ジ レ ン マ に っ い て 」 , 1 9 8 5 年 5 月 , 国 立 公
害 研 究 所 快 適 環 境 セ ミ ナ ー ( 招 待 講 演 )
2 4 . 海 野 道 郎 , 「 『 理 論 と 実 二 畷 論 争 か ら の 脱 却 を め ざ し て 」 , 1 9 8 6 年 5 月 , 第 2  回
東 北 社 会 学 研 究 会 大 会
2 5 . 海 野 道 郎 , 「 教 育 と 社 会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 一 1 . 社 会 的 ジ レ ン マ を め ぐ る 意
識 と 行 動 」 , 1 9 認 年 7 月 , 第 3 5 回 東 北 社 会 学 会 大 会
2 6 ' 海 野 道 郎 , 「 現 代 日 本 に お け る 不 公 平 感 の 構 造 と 形 成 過 程 」 , 1 9 認 年 1 0 月 , 第 6 1
回 日 本 社 会 学 会 大 会
2 7 . 海 野 道 郎 , 「 教 育 と 社 会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 ( 第 2 幸 田 一 序 : 調 査 研 究 の 概
要 」 , 1 9 8 9 年 7 月 , 第 3 5 回 東 北 社 会 学 会 大 会
2 8 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ の 胸 ¥ 決 」 と 秩 序 の 形 成 1 , 1 9 8 9 年 1 0 月 , 第 6 2 回
日 本 社 会 学 会 大 会
2 9 .  U M I N O ,  M i c h i o , " M a t h e m a t i c a l  M o d e ] s  o f  s o c i a 】  D i l e m m a :  c o r r e s p o n d e n c e  o f
M o d e l s  t o  t h e  N a t u r e  o f t h e  " c o m m o n s " , 1 9 9 0 年 3 月 ,  T h e  F o u r t h  l n t e r n a t i o n a l
C o n f e r e n c e  o n  s o c i a l D Ⅱ e m m a s  ( M a r c h  2 7 3 1 , 1 9 9 の ,  H o k k a i d o  u n i v e r s i t y ,  s a p p o r o ,
J a p a n
3 0 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 へ の 社 会 的 ジ レ ン マ に よ る ア プ ロ ー チ 」 . 1 9 9 1 年 8 月 , ア
ジ ア 環 境 問 題 シ ン ポ ジ ウ ム , 第 2 回 国 際 社 会 学 研 究 所 主 催 シ ン ポ ジ ウ ム ( 国 際
社 会 学 研 究 所 , 吉 備 国 際 大 学 ) 招 待 講 演
3 1 . 海 野 道 郎 , 「 合 理 的 選 択 理 論 」 , 1 9 9 2 年 9 月 , 経 済 社 会 学 会 大 会 ( 麗 澤 大 学 ) ,
( 共 通 論 題 「 経 済 と 社 会 の フ ロ ン テ ィ ア 」 の キ ー ノ ー ト ・ ス ピ ー チ , 招 待 講 演 )
3 2 .  U M I N O ,  M i c h i o , " A  s e n s e  o f  F a i r n e s s  i n  M o d e r n  J a p a n :  A n  E v a l u a t i o n  o f
S t r a t i f i c a t i o n  s y s t e m " , 1 9 9 7 年 8 月 ,  c o n f e r e n c e  o f l n t e r n a t i o n a l  s o d 0 1 0 g i c a l
A s s o d a t i o n  R e s e a r c h  c o m m i t t e e  2 8 :  s o d a l  s t T a t i 6 C a t i o n .  a t  u n i v e r s i t e  L a v a l ,  s t e ・
F o y  Q u e b e c ,  c a n a d a
33.海野道郎,「不公平感の構造を探る」,1997年9月,(国立)統計数理研究所,
q日本人の国民性の統計学的研究及び国際比較調査研究」招待講演)
34.海野道郎,「不公平感の個人的意味」,1997年H河,第70回日本社会学会大会
35.海野道郎,「(会長講演)問いの形一数理社会学が問うべきもの」,1997年11月,
第24回数理社会学会大会
36. UMINO, Michio, what does the evaluation of stratification system cause ?: a
Sense offairness, satisfaction, and political attitude in modernJapan ,1998年1月,
Taipei Meeting ofthe lsA Research committee on social stratification (RC28),(台
湾・台北・社会科学院)
37.井桁章雄・
態度変容」,
38篠木幹子・海野道郎,「りサイクル不実行の理由一仙台市の現状一」,2000年
7月第47回東北社会学会大会(東北芸術工科大学)
海野道郎,「家庭における太陽光発電一導入の意思決定と導入後の
1999年7月第25回日本環境学会研究発表会
39.篠木幹子・荒井貴子
ごみ調査の分析一」,
第29
40篠木幹子・荒井貴子・海野道郎,「りサイクル行動に対する外的要因の影郷」,
2001年7月,第48回東北社会学会大会(東北大学)
17
41海野道郎・篠木幹子・荒井貴子,「りサイクル行動と地域移動」,20侃年7月,
第48回東北社会学会大会(東北大学)
海野道郎,「りサイクルの実行に対する阻害要因一仙台市
2000年10月,第28回日本行動計量学会大会(東京大学)
42荒井貴子・篠木幹子・海野道郎,「りサイクル行動をめぐる効用関数の異質性に
関する検討一効用関数のタイプの設定一」,2001年7月、第48回東北社会学会
大会(東北大学)
43.篠木幹子・荒井貴子
回行動計量学会大会
".海野道郎・篠木幹子
回行動計量学会大会
45.篠木幹子・荒井貴子・海野道郎 fりサイクル行動の不実行の理由に関する検
討」,20侃年10月、11月第12回廃棄物学会研究発表会(神奈川県民ホール
他)
海野道郎,「りサイクル行動の形成」,2001年9月,第29
(甲子園大学)
荒井貴子「りサイクル行動の構造」,2001年9月,
(甲子園大学)
1 8
4 6 . 海 野 道 郎 ・ 篠 木 幹 子 ' 荒 井 貴 子 , 「 り サ イ ク ル 行 動 に 及 ほ す 地 域 移 動 の 効 果 」 ,
2 0 0 1 年 Ⅱ 月 , 第 7 4 回 日 本 社 会 学 会 大 会 ( 一 橋 大 学 )
4 7 . 篠 木 幹 子 ・ 荒 井 貴 子 ・ 海 野 道 郎 「 り サ イ ク ル の 不 実 行 に 関 す る 正 当 化 モ デ ル 」 ,
2 0 0 1 年 1 1 月 . 第 7 4 回 日 本 社 会 学 会 大 会 ( 一 橋 大 学 )
4 8 . 荒 J 卞 貰 子 ・ 篠 木 幹 子 ・ 海 野 道 郎 「 り サ イ ク ル 行 動 を め ぐ る 効 用 関 数 の 異 質 性 に
関 す る 検 討 一 効 用 関 数 の 規 定 因 一 」 . 2 0 0 1 年 Ⅱ 月 , 第 7 4 回 日 本 社 会 学 会 大 会
( 一 橋 大 学 0
4 9 . 海 野 道 郎 . 課 題 机 告 「 水 と 地 域 の 社 会 学 」 ( コ メ ン テ ー タ ー ) , 2 0 0 4 年 7  乃 3 1 日 ・
8 河  1 日 第 5 1 回 東 北 社 会 学 会 大 会 ( 弘 前 大 学 )
5 0 . 海 野 道 郎 ・ 篠 木 幹 子 , 「 オ ー ス ト ラ リ ア に お け る 廃 棄 物 管 理 一 南 オ ー ス ト ラ リ
ア 州 を 中 心 と し て ー 」 , 2 0 0 4 年 8 月 , 第 5 1 回 東 北 社 会 学 会 大 会
5 1 . 阿 部 晃 士 ・ 海 野 道 郎 , 「 学 歴 社 会 イ メ ー ジ と 不 公 平 感 の 時 系 列 分 析 一 教 育 と 社
会 に 対 す る 高 校 生 の 意 識 調 査 の 分 析 一 」 , 2 0 0 4 年 9 月 1 1 - 1 2 日 , 第 5 6 回 日 木 教 育
社 会 学 会 大 会 ( 東 北 大 学 )
5 2 . 海 野 道 郎 ・ 阿 部 晃 士 , 「 学 歴 不 公 平 感 の 変 貌 か ら 学 歴 の 意 味 変 化 を 考 察 す る 」 、
2 0 0 4 年 Ⅱ 月 2 0 日 、 2 1 日 、 第 7 7 回 日 本 社 会 学 会 大 会 儀 モ 本 大 学 )
5 3 . 篠 木 幹 子 ・ 海 野 道 郎 , 「 ご み 分 別 シ ス テ ム の 成 立 過 程 一 水 俣 市 を 亊 ・ 例 と し
て ー 」 , 2 0 0 4 年 1 1 月 2 0 日 、 2 1 日 , 第 7 7 回 日 木 社 会 学 会 大 会 ( 熊 本 大 学 )
5 4 . 海 野 道 郎 ・ 篠 木 幹 子 ・ 工 藤 匠 ,  f 社 会 的 ジ レ ン マ は 社 会 的 ジ レ ン マ か _ 1 , 2 0 0 5
年 7 月 , 第 5 2 回 東 北 社 会 学 会 大 会 ( 宮 城 教 育 大 学 )
5 5 . 海 野 道 郎 ・ 篠 木 幹 子 , 「 『 社 会 的 ジ レ ン マ 」 は 人 々 に と っ て も ジ レ ン マ な の か 」 ,
2 0 備 年 1 0 月 2 2 - 2 3 日 第 7 8 回 日 本 社 会 学 会 大 会  q 去 政 大 学 )
5 6 . 篠 木 幹 子 一 海 野 道 郎 , 「 制 度 の タ イ プ に よ る ご み 分 別 行 動 に 関 す る 検 副 」 , 2 0 備
年 1 0 月 3 1 日 ・ 1 1 月 2 日 , 第 1 6 回 廃 棄 物 学 会 研 究 発 衷 会 ( 仙 台 国 際 セ ン タ ー )
5 7 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ 状 況 を 人 々 は ど の よ う に 捉 え て い る の か ? 一 合 理
的 選 択 理 論 の 経 験 的 研 究 に 向 け て ー 」 , 2 0 0 6 年 3 月 3 日 ・ 4 日 , 第 4 1 回 数 理 社 会
学 会 大 会 . 信 艾 立 2 0 周 年 記 念 大 会 ) ラ ウ ン ド テ ー ブ ル 発 題 報 告 け 畄 罰
58. UMINO, Michio and Mikiko sHINOKI,"How can we solve socia] dⅡemmas ?
Quantitative ana]ysis of pro・environmental behavior in Japan." 1SSRM2006 (The
12th lnternational symposium on sodety and Resource Management), university
OfBr北ish co]ombla, vancouver, canada.
59. SHINOKI, Mikiko and Michio uMINO,'Recycling Behavior and Mechanism of
Justification: Empirical Analyses of the survey in sendai, Nagoya, and Minamata
Cities, Japan",1SSRM2006 (The 12th lnternational symposium on society and
Resource Management)、 unNersity ofBritish c010mbia, vancouver, canada
60. UMINO, Michio,"How do people behave in social dilemma situation ?・ pro、
environmenta] behavior vs. rationa] choice",2006年6月15日・16日,2006年度1売
国ネ士工 41! 1ミ大会 2006 Soci010gical conference for the Korean soci010gica]
Association (韓国・全州大学)
飢.海野道郎,「現代日本の不公平感:知見の概要」,2006年6月_韓国日本学会ソ
ウル部会
62.海野道郎,「社会的ジレンマの経.験的研究は可能か」,2006年7月,第53回東北
社会学会大会
63.海野道郎・篠木幹子,「社会調査における社会的ジレンマの測定にっいて一方
法論的検討一」,2006年9月,日本行動計呈学会第34回大会(聖学院大学)
64.海野道郎,「廃棄物をめぐる人問行動と制度一調査プロジェクトの槻要一」,
2006年10月日本社会学会第79回大会
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65. UMINO, Michio and Mikiko sHINOKI,'Do people Love costly system ?・ The
Micro・Macro AnalysiS 加Ward the paradox ofthe positive correlation between the
High・cost waste separation system and the positive Evaluation toward the
System ', TASA2006 (Annual conference of The Austra]ian soci010gical
Association. The unive玲ity of X八lestern Australia,4-7 December 2006Xstreem:
Urban & Ruralsocio]ogy, Theme: The Economics ofLifestyle)
66. SHINOKI, Miki1如 and Michio uMINO,"The feature ofwaste managementsystem
a丘ecting recyc]ing behavi0玲 in Japan", TASA2006 (Annual conference of The
Austra11an soci010gical Association. The university of western Australia,4-フ
December 2006Xstreem: urban & Rural soci010gy Theme: Techn010gy 丑nd
Sustainable Environment)
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Ⅳ B . 一 般 発 表 ( 一 般 忌 翫 寅 , 自 然 科 学 関 係 学 会 で の 講 演 な ど )
1 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 意 識 の 周 辺 一 廃 棄 物 問 題 を め ぐ る 意 識 調 査 か ら ー 」 , 1 9 兜 年 6
月 6 日 , 東 北 文 化 公 開 講 演 会 ( 東 北 大 学 文 学 部 東 北 文 化 研 究 室 )
2 . 海 野 道 郎 , 「 住 民 意 識 と 行 政 の 問 一 発 展 的 相 互 関 係 を め ざ し て ー 」 , 1 9 9 3 卓 1 0 月
部 日 , ( 社 団 法 人 ) 全 国 都 市 清 掃 会 議 東 北 地 区 協 議 会 研 修 会
3 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ ー 地 球 環 境 問 題 へ の 社 会 科 学 的 接 近 」 , ( T U R N S 0 2 2
地 球 環 境 平 成 6 年 度 第  1 回 講 演 会 )  1 9 9 4 年 6 月 1 8 日 , 束 北 大 学
4 . 海 野 道 郎 ( パ ネ リ ス ト ) , 「 持 続 可 能 な 開 発 へ の 挑 戦 一 地 域 で め ざ  9  循 環 型 シ ス
テ ム ー 」 , グ リ ー ン フ ォ ー ラ ム 2 1 ( 日 刊 工 業 新 聞 社 内 ) 地 球 環 境 問 題 シ ン ポ ジ
ウ ム . 1 9 9 4 年 7 月 2 9 日 ( ホ テ ル メ ト ロ ポ リ タ ン 仙 台 )
5 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 と 人 問 行 動 一 文 系 の 見 力 ー 」 , ( 大 学 先 取 り 模 擬 講 義 ) ,
1 9 9 6 年 度 国 公 立 ガ イ ダ ン ス ( 仙 台 国 際 セ ン タ ー )
6 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 調 査 の 進 め 方 」 . 1 9 9 7 年 度 宮 城 県 市 町 村 職 員 る 刑 惨 所 マ ー ケ ツ
テ ィ ン グ 講 座
フ . 海 野 道 郎 , 「 行 政 ア ン ケ ー ト 入 門 」 , ] 9 9 7 年 度 仙 台 市 職 員 研 イ 惨 所 行 政 マ ー ケ
テ ィ ン グ 講 座
8 . 海 野 道 郎 ( パ ネ リ ス ト ) , 「 あ な た の ご み ・ 考 え よ う 」 ,  T B C  ク リ ー ン フ ォ ー ラ
ム  1 9 9 7 , 1 9 9 8 年 2 月 2 2 日 ( 仙 台 プ ラ ザ ホ テ ル )
9 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 と 私 た ち の 生 き 方 」 , 1 9 9 8 年 5 月 2 2 日 , ナ ザ ' レ の 家 訣 話 云 ,
ナ ザ レ の 家 ( 仙 台 市 青 葉 区 )
1 0 . 海 野 道 郎 , 「 住 民 二 ー ズ の 把 握 と 自 治 体 の 目 標 設 定 」 , ] 9 9 8 年 8 月 2 6 日 , ( 宮 城
県 中 田 町 管 理 者 及 び 監 督 者 h 刑 多 )
1 1 . 海 野 道 郎 ( 主 任 講 師 ) , 「 行 政 ア ン ケ ー ト 入 門 」 , 1 9 9 8 年 度 仙 口 市 職 員 研 修 所 行
政 マ ー ケ テ ィ ン グ 講 座
1 2 ' 海 野 道 郎 , 「 社 会 調 査 の 進 め 方 」 , 2 0 0 0 年 度 宮 城 県 市 町 村 職 員 研 修 所
1 3 ご 海 野 道 郎 , 「 社 会 と 環 境 」 , 2 0 0 1 年 2 月 3 日 ・ 4 日 放 送 大 芋 専 門 科 目 ( 放 送 大
学 宮 城 教 育 セ ン タ ー )
14.海野道郎,「環境問題をめぐる個人と社会一社会科学者の視点からー」,2001年
U月N日日本エネルギー学会第38回石炭科学会議特別講演(東北大学)
15.海野道郎(コメンテーター),「中山問農村における環境関連事業の動向と展
望J 20船年3月4日,第4 回環境教育セミナー(東北大学)
16.海野道郎(コーディネーター)、「ワークショップ:水源地から考える環境保全
行動と行政の課題」,2003年9月20日第26回日本計画行政学会全国大会(東
北大学)
17.海野道郎,「社会的ジレンマからの脱出一循環型社会構築のための行動科学の
一視点一」,2004年6月25日資源・索材学会東北支部春季大会特別講演会
総合テーマ「循環型社会の構築を目指して一社会科学の視点からー」(東北大
ヲ0
18.海浬予道郎,「環境配慮行動はなぜ困難なのかーその本性と問題解.決への道一」.
2004年10月15日.ごみゼロ推進宮城大会基調講演於:仙台市泉文化創造
センター(イズミティ21)
19.海野道郎「環境配慮行動はなぜ困難か:環境問題と社会的ジレンマ」,2004年
10月28日,宮城県仙台第三高等学校「一日大学」(宮'城県仙台第二高等学校)
20.海野道郎「環境配慮行動はなぜ困難か:環境問題と社会的ジレンマ」,2006年
7月27日,東北大学オープンキャンパス(東北大学)
21.海野道郎「環境配慮行動の困難を越えて一環境問題と社会的ジレンマー」,
2007年2 村21日エコ&エネルギー・ワークショップで講演(東北電力仙台営
業所)
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V 書評・紹介
1 海野道郎,「書評」船橋晴俊・長谷川公一・畠中宗一・勝田晴美著縢斤幹線公
害』(有斐閣,1985年),胖士会学研究』,1986年8月,第49巻:185-188,東北社
会学研究会
2.海野道郎,「書評」甲田和衞・高坂健次著「社会学研究法j(日本放送出版協会,
1989年),『理ヨ兪と方法」,1989年10月,第 4 巻 2 号:111-112,数理社会学会
3.海野道郎,「書評」市川伸一編著『心J曾則定法への招待一測定からみた心理学
入門」(サイエンス社,1991年),『理論と方法」,1991年11河,第 6 巻 2 号
131-133,数理社会学会
2 2
4 . 海 野 道 郎 , 隠 拓 平 」 戸 田 消 著 『 環 境 的 公 正 を 求 め て 」 ( 新 曜 社 , 1 9 9 4 年 ) , 『 社 会
学 評 論 1 , 1 9 鮖 年 1 2 月 , 第 4 6 巻 3  号 : 3 3 7 - 3 7 9 , 日 本 社 会 学 会
5 . 河 " 予 道 郎 , 「 書 評 」  A x e l r o d ,  R o b e r t . ( 寺 野 隆 雄 監 訳 ) 『 対 立 と 偶 加 帰 の 科 学 ー エ ー
ベ ー ス ・ モ デ ル に よ る 複 雑 系 の 解 明 」 ( ダ イ ヤ モ ン ド 社 , 2 0 0 3 年 ) ,
; ノ ' エ . ン ト
「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン & ゲ ー ミ ン グ . 1  誌 , 2 0 0 3 年 1 2 月 , 第 1 3 巻  2  号 ' : 2 3 2 - 2 3 3
6 . 海 野 道 郎 , 「 書 評 」 今 田 高 俊 著  r 自 己 組 織 性 と 社 会 』 ( 東 京 大 学 出 版 会 、  2 0 0 5 年 ) .
狂 里 論 と 方 法 』 , 2 0 0 5 年 1 2 月 , 第 2 0 巻 第 2 号 : 2 6 1 - 2 6 3 , 数 理 社 会 学 会
フ . 海 野 道 郎 , 「 書 評 」 橋 本 茂 著 『 交 換 の 社 会 学 』 ( 世 界 思 想 社 , 2 0 0 5 年 ) , 『 社 会 学
研 究 』 , 2 0 0 6 年 . 1 2 月 , 第 8 0 巻 : 2 6 5 - 2 6 9 , 東 北 社 会 学 研 究 会
8 . 海 野 道 郎 , 「 書 評 」 白 波 瀬 佐 和 子 編 『 変 化 す る 社 会 の 不 平 等 一 少 子 高 齢 化 社 会
に 潜 む 格 差 一 」 ( 東 京 大 学 出 版 会 , 2 0 0 6 年 ) , 『 大 原 社 会 問 題 研 究 所 利 清 都 , 5 7 8
4 9 - 5 2
Ⅵ . 解 説 ・ 事 典 な ど
Ⅵ A . 解 説
1
海 旦 予 道 郎 , 「 都 市 の 中 の 社 会 的 蟻 地 獄 Ⅱ S I R I U S 」 , 1 9 8 5 年 1 2 月 , 第 2 3 巻
仙 台 都 市 科 学 研 究 会
2
海 野 道 郎 ・ 片 瀬 一 男 ・ 鈴 木 昭 逸 , 「 宮 城 の 高 校 生 一 意 識 調 査 の 結 果 か ら ー 」 , 『 宮
城 県 高 等 学 校 社 会 利 寺 文 育 研 究 会 研 究 紀 要 」  N 0 3 1 : 1 - フ , 1 9 9 1 年 5 河 , 宮 城 県
高 等 学 校 社 会 科 教 育 研 究 会
3
海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 を め ぐ る 企 業 と 人 々 ー ー 社 会 学 老 の 視 点 一 」 『 週 刊 東 洋 経
済 』 臨 時 増 刊 「 環 境 主 義 の 時 代 」 . 1 9 9 1 年 4 月 5 日 , 5 1 - 5 5 , 東 洋 経 済 新 報 社
4 . 海 野 道 郎 , 「 環 境 問 題 の 社 会 的 ジ レ ン マ ( モ デ ル く 特 集 > ) 」 『 数 学 セ ミ ナ ー 』 ,
1 9 9 4 年 8  河 , 第 3 3 巻 第  8  号 : 4 0 - 4 3 , 日 本 評 論 社
5 . 海 野 道 郎 , 「 環 ザ 訂 剖 題 と 社 会 的 ジ レ ン マ 」 『 ま な ぴ の 杜 』 , 1 9 9 9 年 9 月 , 東 北 大 学
( 「 ま な び の 杜 」 編 集 委 員 会 編 . は な び の 杜 一 < 東 北 大 学 > 知 的 探 検 の ス ス
メ ー 』 , 2 0 0 2 年 , 1 2 4 - 1 2 7 , 東 北 大 学 出 版 会 に 収 ● 剥
6
海 野 道 郎 、 「 現 代 社 会 を 評 価 す る ( 1 ) 地 位 や 豊 か さ の 配 分 原 理 一 理 想 と 現
突 一 」 「 エ ス ト レ ー ラ 」 , 2 0 0 6 年 7 月 , 第 1 4 8 巻 : 4 6 - 4 9 , ( 財 ' ) 統 計 恬 報 研 究 開 発
セ ン タ ー
1 4 - 1 7 ,
フ.海野道郎、「現代社会を評価する(2)現代日本は公平な社会か一全般的不公
平感と領域別不公平感一Nエストレーラ』,2006年8月,第149巻:44-47,側つ
統計情報研究開発センター
8.海野道郎、「現代社会を評価する(3)不公平感はどこからくるのか一全般的
不公平感の規定要因一」『エストレーラ」,2006年9 珂,第150巻.50-53,緝お
統言十情才師牙究開発センター
9.海野道郎,「家庭廃棄物(ごみ)に対する住民の意識と行動」r中央調査゛肘,
2006年10月, NO.588:1-5.中央;周査社
10.海野道郎,「現代社会を評価する(4)不公平感と不満足感はどのように違う
のか:評価オC凖の問題」『エストレーラ』,2006年10月, NO.151:40-43.(財)統
計悍神師升究開発センター
Ⅱ.海野道郎,「現代社会を評価する(5)父親の不公平感はなぜ低いのか:不公
平感の男女問・親子間比較」『エストレーラ』,2006年11月.152:42-45,帳オ)統
計情報研究開発センター
12.海野道郎,「現代社会を評価する(6)高学歴者の学歴不公平感はなぜ高いの
か:パラドツクスの解明Nエストレーラ』,2006年12月、 153:46-49,(財)統計
情報研究開発センター
13.海野道郎,「社会調査と公共財一公共財についての調査と公共財としての調
査一Ⅱよろん』,2007年3月,第99号,日本世論調査協会報
Ⅵ B.亊典・辞典
1.河"1道郎,「行動科学」ほか,木田元他価励「コンサイス20世紀思想事典』,
1989年4月,三省堂(意思決定理論,ゲームの理i命,行動科学,社会的ジレン
マ,囚人のジレンマ,ファジイ集合論,ゼロ和ゲームなど)
2.海野道郎,「個人と集団の計量N新統計学辞典』,1989年Ⅱ月,東洋経済新報社
3.西田春彦・海野道郎「数理社会学N現代数理科学事典』、 1991年3河,大阪書
1吾
4.海野道郎,陌硫副信同査法」ほか伴斤社会学辞典』,1993年2河,有斐閣(統計調
査法,計量社会学,社会統計学,協カゲーム/非協カゲームなど,48項助
5.海野道郎,「社会的ディレンマ」他,胖士会学d恬辛典」,1997年1月,有斐閣
23
2 4
6 . 海 野 道 郎 , 「 ゲ ー ム の 理 論 」 他 「 岩 波 哲 学 ' 思 想 辞 典 』 , 1 9 9 8 年 3 月 , 岩 波 書 店
7
海 野 道 郎 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ 」 他 , 大 庭 健 編 老 代 表 , 『 現 代 倫 理 学 事 典 』 , 2 0 0 6
年 1 2 月 , 弘 文 堂
Ⅶ . そ の 他 ( 随 想 な ど )
1 . 海 野 道 郎 , 「 『 あ な た は ー ー ー ? 」 一 社 会 調 査 の 言 葉 に 関 す る 小 さ な 覚 書 一 」
『 言 i 討 , 1 9 7 2 年 1 2 月 , 第  1 巻 第  9  号 : 8 7 6 - 8 7 フ , 大 修 館 書 店
2 . 海 野 道 郎 , 「 教 育 目 標 の 探 求 一 随 想 的 試 論 一 」 ( 1 ) ・ ( 4 ) r 総 研 ジ ャ ー ナ ル 』 , 1 9 8 2
年 6 月 , 第 2 8 巻 : 2 - 6 / 1 9 8 2 年 1 0 月 , 第 2 9 巻 : フ - 1 0 / 1 9 8 2 年 1 2 月 , 第 3 0 巻 : 2 - 5
/ 1 9 8 3 年 3 月 , 第 3 1 巻 : 2 、 6
3 ' 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 蟻 地 獄 か ら の 脱 出 」 『 河 北 新 報 」 , 1 9 8 5 年 1 月 1 日
4 . 海 野 道 郎 , 「 社 会 的 ジ レ ン マ 研 究 者 の 環 境 問 題 」 『 現 代 社 会 学 』 . 1 9 8 6 年 6 月 , 第
2 1 巻 : フ フ - 8 3
5 . 海 野 道 郎 , 「 見 え ざ る 世 界 へ の 1 童 憬 一 西 田 春 彦 の 学 問 一 」 『 文 化 」 , 1 9 8 8 年 3 月 ,
第 5 1 巻 第 3  '  4 号 : 6 6 - 6 9 , 東 北 大 学 文 学 会
6 . 海 野 道 郎 , 「 出 会 い の と き か ら 一 西 田 春 彦 先 生 と の 十 余 年 を 省 み る ー 」 西 田
春 彦 先 生 退 官 記 念 事 業 会 編 , 『 西 田 春 彦 先 生 の あ ゆ み 」 , 1 9 8 8 年 3 月 , 西 田 春 彦
先 生 退 官 記 念 事 業 会 発 行
フ . 海 野 道 郎 , 「 ゼ ミ 活 動 の 探 求 一 知 的 練 達 を め ざ し て 」 『 1 D E 一 現 代 の 高 等 教 育 』 ,
1 9 9 0 年 7 月 ,  N 0 3 1 5  ( 2 0 - 2 6 ) , 民 主 教 育 教 会
8 . 海 野 道 郎 , 「 愚 行 の 時 代 一 社 会 的 ジ レ ン マ の 解 決 を め ざ し て ー 」 「 東 京 経 和 会
報 」 , 1 9 9 0 年 9 月 , 東 京 経 和 会 ( 東 北 大 学 1 条 済 学 部 同 窓 会 )
9 . 海 野 道 郎 , 「 気 に な る 言 葉 ( 安 田 三 郎 先 生 の 思 い 出 ) 」 , 『 行 動 計 量 学 会 幸 際 ,
1 9 9 1 年 1 0 月 5 日 , 5 4 号 , 行 動 計 量 学 会
1 0 . 海 野 道 郎 , 「 兄 弟 」 , 「 仙 台 二 高 父 母 教 師 会 幸 織 , 1 9 9 3 年 7 月 , 宮 城 県 仙 台 第 二 高
等 学 校 父 母 教 師 会
Ⅱ.海野道郎,「公正でしなやかな社会的決定を求めて一不肖の一番弟子またはー
番の不肖弟子の歩みー」,東京工業大学・筑波大学山田研究室97年同窓会実行
委員会編,『知のフロンティアを飛ぶ一山田圭一先生退官記念一」,1997年
4月,74-79 (非売品)
12.海野道郎,「女は男よりも偏見が強いか」『東北大学ホームページ」コラム欄,
2005年2月, NO.008,東北大学
13.海野道郎,「進路選択の頃一科学少年は今一」中村捷・花登正宏・千種眞一
松本宣郎・海野道郎編『人文社会学ハンドブック』,2005年3月,東北大学出
版会
14.海野道郎,「社会調査と匿名性」『打刊言語』,2005年6月,34 (6):4-5,大修
館書店
Ⅶ.講義目録
1984年度
1.特殊講義新テ動計量学』
2.演習『個人的決定と社会的決定』
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3.実習『サンプリングとデータ解析(西田春彦と共同担当)1
1985年度
1.特殊講黍胖H互作用過程の数理解析』
2.演習『社会的ジレンマの数理社会学ヨ
3.実習郡皆層構造と社会意識一社会調査の企画と実施(西田と共同担当)』
1986年度
3.演習『社会的ジレンマの数理"材府
1.特殊講義件士会統計学』
2.演習Ⅱ「行動科学研究法(西田と共同担当)』
2 6
4 . 実 習 『 社 会 事 象 の 計 品 と 解 杤 ( 西 田 と 共 同 担 当 ) 」
1 9 釘 年 度
1 . 特 殊 講 義 『 理 論 構 築 と デ ー タ 解 析 の 論 理 』
2 . 演 習 Ⅱ 『 行 動 科 学 研 究 法 ( 西 田 と 共 同 担 当 ) 」
3 . 演 習 『 ゲ ー ム 理 論 に よ る 社 会 分 オ 雁
4 . 実 習 『 社 会 調 査 の 計 画 と 分 析 ( 西 田 と 共 同 担 当 ) 』
1 9 8 8 年 度
1 . 普 通 講 義 「 行 動 科 学 の 基 礎 」
2 . 特 殊 誠 義 『 行 動 科 学 の 諸 問 題 』
3 . 演 習  1  胖 上 会 的 ジ レ ン マ の 研 究 』
4 . 演 習 Ⅱ 「 行 動 科 学 研 究 法 』
5 . 実 習 『 社 会 調 査 の 計 画 と 分 析 』
1 9 8 9 年 度
1 . 普 通 講 義 『 行 動 科 学 の 基 礎 』
2 . 演 習  1  『 行 到 仟 斗 学 研 究 法 』
3 . 演 習 Ⅱ 胖 士 会 的 ジ レ ン マ の 研 究 』
4 . 実 習 「 社 会 調 査 の 計 画 と 解 析 』
1 9 9 0 年 度
1 . 普 通 講 義 『 行 動 科 学 の 基 礎 』
2 . 講 読 「 社 会 的 ジ レ ン マ 』
3 . 演 習  1  『 行 動 科 学 研 究 法 』
4ご演習Ⅱ『数理分析と計量分1刷
5.実習胖士会調査と実'f鋪
1991年度
1.普通講義『行動科学の卯師捌
2.特殊講義『社会統計学』
3.誰読件上会的ジレンマ』
4.演習牝『行動科学研究法1
5.演習Ⅱ陰女理分析と計量分1朧
6.実習『社会調査と実'験』
フ,プレゼミ断テ動科学の考え方』
1992年度
1.普通講義 f行動科学の基礎』
2.請読『社会的ジレンマ1
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3.演習1『行動科学研究法(佐藤器倫と共同担当)』
4.演習Ⅱ跨女理分析'と計呈分析(佐藤と共同担当)」
5.実習井士会詞査と実験(佐藤と共同担当)』
6.プレゼミ「行動科学の考え方(佐藤と共同担当)』
1993年度
1.普通講義『行動科学の基礎』
2.特殊講義1『データ解析法の展開』
3.特殊講義Ⅱ「合理的選択理論』
2 8
4 . 演 習  l r 行 動 科 学 研 究 法 』
5 . 演 習 Ⅱ 「 生 活 環 境 調 査 」
6 . 演 習 Ⅲ 謄 々 理 分 析 と 計 量 分 析 』
フ . 実 習 胖 士 会 訓 査 と 実 ' 鉦
1 9 9 4 年 度
1 . 普 通 講 義 Ⅱ 「 数 理 社 会 学 』
2 . 特 殊 講 義 『 社 会 的 ジ レ ン マ 』
3 . 演 習 A  『 合 理 的 選 択 理 論 の 研 究 』
4 . 演 習 D  I  『 行 動 科 学 研 究 法 ( 原 純 輔 と 共 同 担 当 ) 』
5 . 演 習 D  Ⅱ 『 行 動 科 学 研 究 法 ( 原 ・ 佐 藤 と 共 同 担 当 ) 』
6 . 基 礎 演 習  1 『 行 動 科 学 の 基 礎 』
フ . 実 習 1  「 社 会 調 査 の 方 法 ( 原 と 共 同 担 当 ) 」
8 . 実 習 Ⅱ 『 計 量 分 析 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 と 共 同 担 当 ) 」
9 . プ レ ゼ ミ 『 行 動 科 学 の 考 え 方  q 左 藤 と 共 同 担 当 ) 』
1 9 鮖 年 度
1 . 普 通 講 義 『 行 動 科 学 の 理 論 : 社 会 現 象 の 数 理 解 オ 府
2 . 特 殊 講 義 件 士 会 的 ジ レ ン マ の 理 i 制
3 . 演 習 「 社 会 的 公 正 の 分 キ 刷
4 ご 演 習 A  I ・ Ⅱ 『 行 動 科 学 研 究 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 邦 博 と 共 同 担 当 ) 」
5 . 実 習 A  1  件 士 会 調 査 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
6 . 実 習  A  Ⅱ 「 計 量 分 析 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 ' と 共 同 担 当 ) 』
1996年度
1.概論ⅡA 『行動科学の理ヨ制
2.概論ⅡB 『数埋分析の方法」
3.演習D I・Ⅱ行動科学研究法(原・佐藤・木村'と共同担当)
4.実習A 1 隔十量分析の方法(原・佐藤・木村と共同担当)」
5.演習A Ⅱ胖士会調査の方法(原・佐藤・木村と共同担当)』
6.各論B 『合理的選択理論の考え方」
1997年度
1.概論Ⅲ『行動科学の理論:人問行動と社会過程の理i制
2.概論Ⅳ『行動科学の方法:人間行動と社会過程の数理分析』
3.演習 1・Ⅱ r行動科学研究法(原・佐藤・木村と共同担当)」
4.実習 1 胖士会調査の方法(原・佐藤・木村と共同担当)」
5.実習Ⅱ猪十量分析の方法(原・佐藤・木村と共同担当)」
6,演習Ⅳ『環境問題と人間行動」
フ.数理行動科学特論1 『合理的選択理論による社会分析』
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1998年度
1.概論Ⅲ「人間行動と社会過程の理i劔
2.概論Ⅳ『人間行動と社会過程の数理分析』
3.演習 1・Ⅱ『行動科学研究法(原・佐藤・木村と共同担当)』
4.実習 1 胖士会調査の方法(原・佐藤・木村と共同担当)』
5.実習Ⅱ『計量分析の方法(原・佐藤・木村と共同担当)」
3 0
6 . 各 論 Ⅲ 「 ミ ク ロ マ ク ロ 問 題 の 分 析 」
フ . 行 動 科 学 研 究 演 習 1 1 ' 合 理 . 的 選 択 理 論 論 争 」
1 9 9 9 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 ノ ＼ 間 行 動 の 理 論 と 分 析 』
2 . 演 習  1 ・ Ⅱ 『 行 窮 拜 斗 学 ● 形 t 法 ( 呼 ン 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
3 . 実 習  1  胖 士 会 調 査 の 方 法 ( 原 イ 左 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 』
4 . 実 習 Ⅱ 『 計 量 分 析 の プ j 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 』
5 . 演 習 Ⅲ 『 社 会 的 ジ レ ン マ 研 究 の 展 開 』
2 0 0 0 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 人 問 行 動 分 析 の 理 論 と 方 注 」
2 . 概 論 Ⅳ 『 社 会 過 程 分 析 の 理 論 ど 方 法 」
3 , 実 習  1  件 士 会 調 査 の 方 法 暢 ( ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
4 . 実 習 Ⅱ 「 計 量 分 析 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 』
5 . 各 論 Ⅳ 庇 戰 境 問 題 の 社 会 科 学 」
6 . 演 習  1 ・ Ⅱ 『 行 剰 仟 斗 学 研 究 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
フ . 数 理 行 動 科 学 研 究 演 習  l r 理 論 社 会 学 の 可 能 性 1
2 0 飢 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 人 問 行 動 分 析 の 理 論 と 方 法 』
2 . 概 論 Ⅳ 『 社 会 過 程 分 析 の 理 論 と 方 法 』
3 ' 基 礎 演 習  1  『 行 動 科 学 の 基 礎 技 術 」 ( 原 と 共 同 担 当 )
4 . 基 礎 実 習  1  件 士 会 調 査 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 1
5.基礎実習Ⅱ玲十品分析の方法(原・木村'と共同担当)」
6.各論1「環境問題の理1制
フ'演習 1 饒意思決定の多水準分析(1)』
8.演習Ⅱ『意思決定の多水準分析(2)』
9.数理行動科学特論1 科:吼祈と意思決定』
2002年度
1.概論Ⅲ『人問行動分析の理論と方法』
2.概論Ⅳ『社会過程分析の理論と力法』
3.基耐選寅習 1 『行劇Jチ1学の基耐劃支術(原・佐藤・木村'と共同担当)』
4.基礎実習 1 胖士会i凋査の方法(原・佐藤,木村と共同担当)』
5.基礎実習Ⅱ礁十量分析の方法(原イ左藤・木村と共同担.当)』
6.各論1『合理的選択埋論の司有獣劉
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フ.演習 1 『意思決定の多水準分析(1)』
8.演習Ⅱ化意思決定の多水準分析(2)』
9.数理行到岼斗学特論11'合理的選択理論の司1を性』
10.数理行動科学研究演習 lr個人的決定と社会的決定』
20賜年度
1.概論Ⅲ『人間行動分析の理論と力法』
2.槻論Ⅳ『社会過程分析の理論と力法』
3.基礎演習 1 1'行動科学の基礎技術(原・佐藤・木村と共同担当)」
4.基礎実習 1 『社会嗣査法(原・佐藤・木村'と共同担当)』
3 2
5 . 基 礎 実 習 Ⅱ 備 十 量 分 析 の 方 法 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
6 . 各 論 1 『 社 会 的 公 正 の 実 証 理 論 」
フ . 演 習 1  「 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 ( 1 ) 」
8 . 演 習 Ⅱ 『 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 ( 2 ) 』
9 . 数 理 行 動 科 学 特 論 1  胖 士 会 的 公 正 の 実 証 理 論 』
W . 数 理 行 動 科 学 研 究 演 習  1 『 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 ( 1 ) 」
Ⅱ . 数 理 行 動 科 学 研 究 演 習 Ⅱ 「 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 ( 2 ) 』
2 0 0 4 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 人 問 行 動 分 析 の 理 論 と 方 法 』
2 . 概 論 Ⅳ 『 社 会 過 程 分 析 の 理 論 と 方 法 』
3 . 基 礎 演 習  1  「 行 動 科 学 の 基 礎 技 術 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 』
4 . 基 礎 実 習  1  胖 士 会 調 査 演 習 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 』
5 . 基 礎 実 習 Ⅱ 『 多 変 量 解 析 演 習 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
6 . 各 論 「 環 境 問 題 の 多 水 準 分 析 」
フ . 演 習 1 「 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 住 ) 』
8 . 演 習 Ⅱ 『 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 ( 2 ) 』
9 . 数 理 行 動 科 学 研 究 演 習 『 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 の 最 前 線 ① 』
1 0 . 数 理 行 動 科 学 研 究 演 習 『 意 思 決 定 の 多 水 準 分 析 の 最 前 線 ( 2 ) 」
2 0 0 5 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 人 間 行 動 分 析 の 理 論 と 方 法 」
2 . 概 論 Ⅳ 胖 士 会 過 程 分 析 の 理 論 と 方 法 』
3.基礎演習 1 『行動科学の基礎技術(原・佐藤・木村と共同担当)』
4.基礎実習 1 『社会調査演習(原・佐藤・木村'と共同担当)』
5.基礎実習Ⅱ『多変量解析演習(原・佐藤・木村と共同担当)』
6.各論1『環境問題の調査と解1胤
フ.演習 1 『環境問題と社会的公正(1)」
8.演習Ⅱ『環境問題と社会的公正(2)』
9.数理行動科学特論『人問行動と制度:環境問題の数理・計量分析』
10.数理行動科学研究演習1『環境問題と社会的公正に関する理論的検討(1)」
H.数理行動科学研究演習Ⅱ「環境問題と社会的公正に関する理論的検討(2)』
2006年度
1.概論Ⅲ『人間行動分析の理論と方法』
2.概論Ⅳ胖士会過程分析の理論と方法』
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3.基礎演習 1 『行動科学の基礎技術(原・佐藤・木村'と共同担当)』
4.基礎実習 1 胖士会調査演習(原・佐藤・木村と共同担当)」
5.基礎実習Ⅱ『多変量解析演習(原・佐藤・木村と共同担当)』
6.各論1『環境問題の多水準分析』
フ.演習 1 『社会的公平をめぐる諸問題(1)』
8.演習Ⅱ胖士会的公平をめぐる諸問題(2)』
9.数理行動科学研究演習 1 胖士会的公平感の研究(1)』
10.数理行動科学研究演習Ⅱ「社会的公平感の研究(2)』
3 4
2 0 俳 年 度
1 . 概 論 Ⅲ 『 人 間 行 動 分 析 の 理 論 と 方 法 」
2 . 概 論 Ⅳ 「 社 会 過 程 分 析 の 理 論 と 方 法 』
3 . 基 礎 演 習  1  『 行 動 科 学 の 基 礎 技 術 ( 原 ・ 佐 藤 ・ 木 村 ・ 本 郷 正 武 と 共 同 担 当 ) 』
4 、 基 礎 実 習  1  件 士 会 調 査 演 習 ( 原 イ 左 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
5 . 基 礎 実 習 Ⅱ 『 多 変 量 解 析 演 習 綱 ( ・ 佐 藤 ・ 木 村 と 共 同 担 当 ) 」
6 . 各 論 1 「 環 境 問 題 の 多 水 準 分 析 」
フ . 演 習  1  「 社 会 的 公 平 を め ぐ る 諸 問 題 」
8 . 演 習 Ⅱ 『 行 動 科 学 研 究 の 方 法 』
9 . 数 理 行 動 科 学 特 論 1 『 社 会 的 ジ レ ン マ の 研 究 』
